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IAECE 第 42 回大会 9 月 26 日 (日 )絵本部会リモート・ワークショップ  

《グローバリズムを育む絵本》Workshop に向けてのメイキング 

 グローバリズムの Why, What & How 

9 月末のワークショップに向けて、絵本部会ではすでに準備を進めてい

ますが、9 月末の workshop で皆様とお会いするのはほんの 2 時間ばかり、し

かも画面越しの‘First Take’です。画面越しではあるけれど、互いに実り

ある 2 時間になるように、私たちのメイキングを皆様とぜひご一緒に共有し

て、輝ける一瞬になるように、 11 号に続いて 12 号をしたためました。  

１ .私的「グローバリズムを育む絵本」 

「グローバリズムを育む絵本」って何？本編は当日のお楽しみですが、

いきなりですが、私をグローバリズムに開眼させてくれた絵本をご紹介した

いと思います。それは『まあちゃんのながいかみ』たかどのほうこ  作  （福

音館書店  1995）です。表紙一杯のまるで公園の花時計のような緑に彩られた

渦、よく見ると画面の下には小さな人間の頭。そこから渦は始まっています。

そう、この渦は主人公まあちゃんのながいかみなのです。つり橋から垂れて

お魚を釣ったり、シャンプーの泡が巨大なソフトクリームになったり、まあ

ちゃんのながいかみがあれば、なんだってできる。そんな長い髪にあこがれ

ているのは、主人公のまあちゃんと、そして我が家の娘でした。髪の毛を伸

ばしたいと聞いてはいたのですが、何しろ 1 分でも朝の仕事は減らして子ど

もを送り出し、自分も勤めにでるという日々の中で、子どもの髪の毛を結っ

てやる余裕などありませんでした。そんな忙しい日常にすっかり忘れていた

娘のながいかみ願望。そんな娘はこの絵本が大好きで、毎日私が読み終える

と、お話の余韻を楽しむかのようにうっとりと沈黙しているのです。横で、

そんな娘を見ていた私は、髪型も彼女自身に属するものであり、私が決めて

よい時期は過ぎたのだと、気づかされたのです。娘と私の円が同心に交わる

きっかけになった大切な一冊です。  

２ .テーマ決定の経緯：Why グローバリズム？  

実はこのテーマは、すぐに決まりました。これまで人間が作り上げてき

た社会を根底から揺るがす Covid19 の流行で互いを行き来することもままな

らず、社会構造が一夜にして変わったかのような急激なパラダイムシフトの

1 年でした。しかし、極度に制限された人や物の往来のなかで、私たちがよ

り良くいきるために最も重要なことは、表面的なつながりではなく、真のつ

ながりであることが再確認されたのでした。  

私たち大人は過去の往来の記憶があるので、画面越しでさえ、真のつな



がりを求め、また感じることができますが、幼い人たちに、声や肌のぬくも

りに頼ることなく真のつながりを知ってもらうためには、どうしたら良いの

でしょう？答えは心のぬくもりなのではと思われます。でも、それは Covid19

の流行がなくても、私たちにとって最も大切なものではないでしょうか？  

３ .グローバリズムとは何：What グローバリズム？ 

今や文化の単位は個人ともいわれます。私の文化とお隣のあなたの文化

は異なる。家族で住んでいるだけで多文化共生です。でも何となく我が家に

共通の文化が互いに暮らしているうちに出来上がってきて、それはお隣のお

宅の文化とは異なる、でも日々の暮らしをご近所で共にするうちに地区の文

化ができていて…とどんどん大きな単位の文化も育っていく。決して個の文

化が消えるわけではありません。私たちは、それぞれが個の文化を持った同

心円の中心であり、私たちの周りには色々な大きさの円、つまり文化が重な

りあっている。グローバリズムとは、その同心円同士が互いに交わろうとす

ることなのではとイメージしていますがいかがでしょうか。  

交わるときには、中心にある自己同士が互いに引き合わなくてはなりま

せん。その引き合わせる力である引力は、あつい心のぬくもり。また、他の

文化に接した時にそれを意識するのは、自己との差異を自覚するときです。

ですから他文化と交わることは、同時に自己の文化を強烈に意識する時。  

他者を認めることはすなわち自己を認めることなのではと思い至ります。 

４ .幼い人のグローバリズム：How グローバリズム？ 

さて、幼い人たちに心で他者と交わることの重要性、他者を尊重するこ

とは自己の尊厳を守ることであると伝えるにはどうしたらよいのでしょう。

Covid19 の流行のため、多文化を体感することは今しばらく難しいでしょう。

ことばが通じなくって言ってることが分からなくても一緒に遊んで笑いあっ

た後の爽快感、怖いもの見たさで初めて食べる時の高揚感や食べられたとき

の達成感もおともだちがいればこそ、こうした経験を一つずつ積み重ねて、

私たち大人の今があるのです。この積み重ねに代わることができるのは、や

はり幼いころからの読書体験で培われる想像力ではないでしょうか。自分と

はちょっと違う観方に興味を示すこと、いつもの観方をちょっと変えてみる

こと、それを可能にしてくれるのは心のこもった想像力です。自分で書物を

手に取ることができない幼い人たちには、絵本の読み聞かせが、豊かな想像

力を育んでくれることでしょう。  

今秋の絵本部会リモート・ワークショップが、みなさまお一人お一人の

「グローバリズムを育む絵本」をそれぞれ思い描くだけで、大きなグローバ

リズム同心円となり『まあちゃん』の友だちの共感の嘆息のように、目には

見えないぬくもりとなる、そんな機会となりますように願っております。  

                        (松本由美 ) 

（絵本部会  事務局  松本由美  ymat@lba.tamagawa.ac.jp）  


